
＜一般研究＞

・保健指導からみた母と子の諸問題

一工　排泄行動の自立にっいて一

研究第5部　望 月＝武子
研究第マ部寸　野 由幸 江

11目 二的

　子どもに関するざまざまな問題がとりあげられるたび

に，・乳幼児期の養育態度や育児に対する母親の意識が問

題にされることが多い。・

　実際に，保健指導や教育相談の場で接する母親の中に

も，育児に価値を見出だせずに、いらいら七たσ， 子iども

への期待や要求が高く，早期教育の名のもとに152歳

、から他人に教賢をゆだねたり， 子どもとどのように遊ん

藤やったらよいかわからないと，従来ならばごぐ自然に

成立したと思われるような母子交渉にもとまどいや負担

1を訴えるなど，最近の母親の育児に対する考え方や子ど

もへの接し方の変化を経験することが稀ではないぴしか

二しヂこのような変化は経験的に受げとっているものであ

って，具体的にどう変づているのかレ また， それによ1っ

、で子どもにどのような影響を及ぼしでいるのがは必ずし

）も明らかではない。　　．、 ．「・
i． ’　　 、．、し、』

」

〕
この．ようなと、き， 保健指導の体系の中で心理相談を開

始して，排泄行動の問題の増加に気がついた5それば詩

、2歳6カ月を経過しても排泄の予告ができない子ど もが

増加してお肪その中でとくにi、排便について⑳トラブ
、！レが増加．してい．ることである◎そして，・このような変化

・は最近の母親の育児行動と無関係ではないと考え，て の

問題を通して育児に対する傾向の炉端をうかがうことが

でき・るのではないかと考えた。

　従来か1らザ子どもが排泄欲求を自覚しそれをゴント自

〒ルするこ’とについては成熟要因が大きぐ5早すぎるし

つけや厳レすぎる訓練を戒 しめなければなちな い』という

考え方が強調されており∫ このことは｝般にも普及して

きていると思れれる。身体的，精神的成熟が排泄のしつ

けを行う ための先行条件である1ことは論をまたないが，

その機能の成立にpいては養育態度やしつけ方が及ぽす

影響は大きいものがあろう。 と くに， 排泄行動のしっけ

は子どもにとって最も早期に経験する社会化の要講の｛

つであり㌧このしらけを子どもが受け入れるか否かは，

母子関係や子どもの情緒的安定感に負うところが大きい

と考えられるからである。

　このような観点から，排泄行動め’自立にっ“ぞぞの実

態をとらえ，従来の資料と比較検討することにより，自

立に影響を及ぼす要因な2らrびに最近め母親の脊児に対す

る傾向を知り〆今後φ保健指導に役だてるこrとをr目的に

した6　イ1』 三～・rl・1∵　L‘》｛ 1 『礼 』』』』… 』’ 1ド’・jrri

皿　対象及び方法

　・L：最近の子どもの排泄行動の自立にづいで従来と1は

一 異づだ傾向があるがを確誌するため紀，』 総合母子保健セ

・玄ダ」保健指導部のガルチから昭和如年夢45鑑・150年度

「出生の子どもを各200名程度無作為に抽出じ℃格奪度

男IIにゲー性別，』出生順，い母親の年齢4・学歴詳祖父母同居め

・有無出生時の季節などの環境条件と排泄め予告が可能

になった月齢との関連を調べだぷ ’・

　2．昭和57年度に2歳6ヵ月時健診のために保健指導

・部に来蔀 じた子ども （55年度出生）』め うち120：名 にbい
て≧母親とめ面接により排泄行動の自立経過を調査じだ。

調査内容は1排便・排尿にづいてめ自立状態を，・・①完全

iに自立②言語で予告できるデ③動作で予告でぎるレ

④子どもの行動がら親が推察し廼連れぞい：＜ザ⑤時間を

見計らってさせるザ＠事後に教える引⑦排泄しでも無関

◎馨》7験隣に区分して塵昏零㍗瑳煙啄呵≦鋳痩漢礁も

・しくほ排便時に困難を僕うか）排尿間隔・ トイレID様燕

やオヤル・便座の使用の有無などみ2機Fぢ力丹時点での

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢノー排準行動の実憩奪準握し歳…うえで，排弾魚しうけ閉始特

脚契概．喫φ開 予芦可能隈う牟時磐
を確認した。

　さ らに，現在裏での経過と1して，おむつ使用時の汚れ

に対すゑ厚庵奪）弦さゼおむ？李橡年つ㌣て母翠爾薄虞方

法，紙岩むづの利甫状況などにウ曾て翼問年箸えてもくら

った。母子関係の様態や子どもの行動特徴については2
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歳6カ月時点で行っている心理相談の行動所見と判定記

録を参考にした。

　各年度別の調査数は表雀の通りである。

表1　調査数

年度 昭和40年 45年 50年 55年

男
100 110 、84 58

女 80 102 94 62

計
180 212 178 120

調査
法 カルテによる分析

　接調査カルテの分析

皿　結墨環び考察

　1．誹泄の予告と経年的推移

　排泄行動の自立にっいては，排泄欲求が自覚され，そ

れを第三者に伝えることができ，介助をうけることはあ

っても特定の場所で排泄することができるという状態を

とらえた。

　排泄欲求の予告が可能になった平均月齢を年度問で比

』較したものが表2rである。40年度出生児では24，9カ月，

45年度はβ52カ月とその値が近似 しており，50年度は

28・0カ月，55年度出生児では予告可能になった96名の平

・均月齢が27．0ヵ月（資料整理の時点で予告できないもの

24名があるので全員の予告平均月齢はさらに引き上げら

れる可能性をもつ）である。これを経年的にみると，50

年度を境にして予告可能月齢が遅れてきており，45年度

と50年度の間には有意差が認められる◇

、この変化の原因については， 多方面から検討しなけれ

ばならないが，子ども自身の神経生理学的な成熟の過程

に大きな変異があると縁考えにくいので，文化・社会的

な要因によるものと云えよう。 その中の一因として養育

やしつけに対する態度や方法が変ってきているのではな

1いか一と考えるのは妥当ではなかろうか。

衷2 排泄予告可能月齢の比較
（単位：月）

年　度、、

40年 45年 50年 55年※

男
256

25．6 28．2＊＊ 26．5

女 24．2 24．7 27．8＊＊ 27．3

全員 、’ 4．9 25，2 r28ρ継 27．0

※55年については予告可能になづた9昼名g平均値
・輯1％水準で有意差あり

　2．排泄の予告と環境条件

　40年，45年，50年度の資料から俳泄の予告に影響を及

ぼす可能準があると考えられる条件として，性別，出生

順，母親の年齢・学歴，祖父母同居の有無，子どもの出

生季節，をとりあげ予告可能月齢との関連をみたがいず

れも明らかな関迎は認められなかった。

　したがって，これらの条件は個々の事例についてはし

つけ遂行に影響を及ぼす要因になっていると考えられる

場合もあるが，一般的傾向としては排泄の予告に至る経

過に大きな影響を及ぼすものとは云えない。

　なお，子どもの出生季節と予告可能月齢の間には差が

みられなかったが，1歳6カ月，2歳，2歳6カ月の時

点をとりあげて，排泄の予告が可能になったものの害II合

をみると，それぞれの時点が夏，秋にあたるものは，冬，

春にあたるものに比してその割合が大きくなっており，

夏を経過する時期がしつけを行いやすい傾向をみること

ができる。

　3．最近の排泄訓練の実態について

　　1）排泄行動の自立状況

　55年度出生児について，母親との面接調査によ る結果

から2歳6カ月時点における排泄行動の自立状況を表3

に示した。

　母親が子どもの様子や時間から見計らって誘いかける

（見逃すと失敗してしまう），事後に教えてくる，排泄し

てしまっても無関心であるなど，排尿便について予告が

不可能のものは48名，40％に及んでいる。この中にはい

づたん予告可能になってから環境条件の変化により予告

不能になった6名が含まれており，それを除外しても35

％が予告できない状態にある。これは45年度の9．9％と比

較するとかなり大きな差であり，従来に比べて明らかに

予告不能の割合が増加しているというζとができる。こ

れは2歳6カ月時点のみでなく，1歳6カ月，2歳の時
点をとらえてみても同様で，それぞれの時点で予告可能

になった割合は45年度の9．0％，48．1％に比べて55年度

は3．2％，158％と低率になっている6

　2歳6カ月時に予告不可能なものの中で，排便の予告

ができなかったり，便所や便器での排便に抵抗を示すも

のが39名，32．5％あり，排尿の予告ができないものに比

べて多い。ちなみに45年度では同時点で排便のトラブル

をもつものは5名，2．4％にすぎない。

　緋泄欲求の自覚とコントロールの成熟については，肛

門括約筋では1歳6ヵ月，膀胱括約筋では2歳頃といわ

れており，従来から排尿の予告よりも早く可能になると

されていた排便にトラブルの増加が目だっているのが特

徴的である。
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表3　2叢6カ月時点の排泄行動鋳 』疑　　、 ㌧ 　　5’ ＾

1』年度 15甦』’み 　繭瑳・ 穂♪i琳㍉・45年乳r慌　　 N冨212

』男1
、

、女、
『一 i 計

て．宝　男，「1 女シ 計1
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亭告訂能
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381二1喝1i3， 』・マ2ご・1
60，0 196　87．3　　　　　 ll95　93」1 191－90．1

予告不能
24 ㌧悔1護・’1 藪3崖？1二 　　～「48ご』4αo 14　f12！7 （縮　　α9 21’、・一99

二吋
商使 』12、，2Qゼ、 17∵購礁 1圃！158 　　　　　　　　　　　　　　1㌧1
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便
二7 12．1・・ 凧21P杖 、名飯1α7
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　　2）排泄のしつけ⑳開始
　母親が意図的にしつむを開姶した時鶏ば装4『に示讐た

通り驚る・ 働月麟に・し？けを鵬レ㍗穂麟
最も多く，次6でi3力角以降であり，しうザ開殆φ平卑

月齢は20・2カ月 であった61 「．　　“

　表4　しづけ開始月齢’

　しづけを開始しようとし先契機もしくな動機にっいて

・は・ ；暖かくなかたから・夏はしづけやすい㊨で・賓季箪

を理由に秀げたも爾塑最も多‘， ρいで年齢を稗由とし1

ている。年齢を理申にあげたも甲リラち半教が2菟欺βに

し殉棚胤ておりド～灘灘ののけの指群な
確蜂場麟多いこと卿遍1碕眺ヤ、一 ・メ㌔

レマけ開燈砂撃機と し鷹バ季範1年齢ピ人疹う琴われ

て・義侮児を義餐挙ど・1子ぢも累倦砕条件i誓手脚紛を零

め塵のが多く・、これ酬レ冴齢召継 ン塑即
る幽．になっ欺事後教移よう 1ζな些1子どもの理

勧醗達しぢからな4子ど碑糎発煙行動を手
が麹にし焼のは合舜て1晦聴と意外砂なか
一ったポもちろん，季節，年齢をあげ＃ものが子どもの状

i態虚く鯛心窃ったとは考舩セ・力乳’母親鋸細

軟個々の字騰の雌鵬わ繰しづ腔しゆとす
るより1も』織襯舘図により1し？凝郷う≧騒

傾向力！弾いこ1どは事実であろう。 ・㌧　』 1r1

　排泄のしつけ開始について・従来Φ資糧女比韓する零

表．5　しつけ開始の契機．
〆 　iごい・二

　母親が意図的にしつむを開姶した時鶏ば装4rに示廿た

り驚観

であった6ゴ・．　　六

表4　しづ匠開始月齢jr

N　　％　．

季　　 、節』 42　 35．or ・’

　　、年：’1＝　齢 『3ゴー』25βi

人にいわれで ・12 　10．0：

他児をみて 7　　5．8『

ζ月　．齢 N 　・・』％』
排泄のタィミシグ掴めた 7　　5，8：

～ ’M 7二　1、》5．81
上あ子の経毅で 5　　生2 1

…￥1｛2 ～「
l17 1．‘、22ぐ　　r、18．3 　　　、後教犀るよづ 4．　a3

i㌔

∴ド 8 ～』23 ・・ q 二　 33が へ∴

マスコミで 4．　3．3
24 1～．’ ρ』 51 』乏 4a5｝』

理解力が発建した 3　　2．5
　　　　　F　b車均月齢（s』D） 』2⑫ぐ・5、5：口）1r

洗濯が大変だから 3　　25』

　しづけを開始しようとし先契機もしくな動機にっいて

・
；暖かくなかたから・夏はしづけやすい㊨で・賓季箪

を理由に秀げたもの塑最も多‘， ρいで年齢を理由とし1

いる。年齢を理申にあげたもののラち半教が2菟欺βに

つサを開始しており，12歳が垂泄のしっけの指標にな

　　　　　　 いやがる、 2＼㌧ユマ

下の1子⇒§隼まれ多から　 2
r　■［

そ　の他 』3　　　2．51

．特起・窪 レ』；　　こ．
！ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　｝・㌧

．、、、　　　　　　　』 ・複数回答あ軌版な 31、1浴弧

め瞬4鮮魁同様励ルテめ記載1磁づ‘宛婚商や
様子・をみ宅便器にかけるな』ど鈷何らが砂働き寮けを始あ

た時期を毛うけ開始時期と・してまとめだもめ演衷6iさあ

る。・55年度では12～17ヵ月め蘭始が最も多㌔・・ゐに対し〆

45年度では11カ月以前の開始が多く，最近では しっけ開

始時期が明らかに達くなぢてぴるぷとれを一じるけ開殆宰・

均月齢セぶると45年度と55年度ぞ‘ま3iびヵ月」φ遅れ力勢ち

れるさllこ・ 』y・一 泌二V・ ピマ・』㌧∫ヴひ Fl⊃！『二唾盗眠

勇綴難翫篇謝讐磐畠慧鷲
　沿ア排泄の・しうけと環境的条件温鰐と」轄椀麗＝iil

〔r排泄のしうけに影響を友ぼす可能腔が考箆ぢ腕…る1お性r
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表6　しっけ開始月齢の比較

月　齢
55年生まれ　 45年生まれ

N　　％ N　　％

～11 工8　　15．0 97　　45β

12～17』 58　　48．3 73　　34．4

18～23 27　　22，5 20　　9，4

24～ 17　　14．2 00　　0

不　明 22　　10．4

平均月齢（S，D） 15，5　（5．12） 11，9　（3．86）

図！排泄のしつけ開始と予告可能になった時期

（％）
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『一一一 っ蹴嘱〆弓憲
r予告可能　ノ　5鵬ノ　45年
　　　　　　！　　　　／f憲
　　　　　〆　　－’　f図
　　　　　〆　　／　　　r的
　　　　　！　／　　　Fし
　　　　　ノ　　　　　　　　リつ　　　　　’　／　　　　rけ

　　　　1 ／　　　r鵬　　　　／　／　　　1始
　　　ノ　ノ　　　　　ノ　　　　　55年
　　　ノ　　　　　　　　　　　ノ　　　’　　1　　　　　！
　　　！　ノ　　　／
　　　ド　　　　　　　　　　ろ
　　〆　／　　　／
　　！　r／　　　　／
　　！　1　　　イ
　　’　　　　　　　，
　　’　1　・　，
　　ノ　 1　　　’
　『　　　　　　ノ
　！　1　！’
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ち，しつけ開始が12～17カ月のグループと18～23カ月の

グループでは，また，18～23カ月のグループと24カ月以

降のグループでは，それぞれ開始時期が早いほど2歳6

カ月時点で予告可能になっているものの割合が大きくな

っている。これは，予告可能平均月齢からも同様の傾向

が認められ，しつけ開始時期が早いほど予告可能月齢が

早くなっている。とくに，24カ月以降のしつけ開始は2

歳6カ月時点で予告可能になっているものの割含が有意

に低く，予告可能月齢も23カ月以前にしつけを開始した

それぞれのグループと比べ遅くなっている。

　これらのことから，1歳をすぎたら早くしつけを開始

した方が早く予告可能になるといえる。しかし，早期に

月
齢 6　9　1215　182124　27303336

別，同胞関係 （一人子，弟妹あり，兄姉ありに分類），母

の年齢・学歴，ひ祖父母同居の有無，おむつ使用時の汚れ

に対する反応の強さ，おむつ交換についての母親の対応，

紙おむっ利用程度などの燦境条件としつけ開始時期及び

2歳6ヵ月時点の排泄の自立状況（予告が可能になった

ものの割合で表わす） と関連づけてみたものが表7であ
る。

　排泄のしつけ開始月齢は，祖父母同居の家庭，おむつ

の汚れに敏感な反応を示す子ども，おむつ交換に気を使

った母親では，そうでないグループに比べてしつけの開

始が早く，有意差が認められた。その他の条件について

は特定の関連をみることができなかった。

　排泄の自立状況と各環境条件との関連については，し

つけ開始時期との間にのみ有意差が認められた。すなわ

表7　排泄のしつけと環境条件

環境条件 人数 しつけ
始月齢
2：6時の
立状態
予告可能
　齢

性別 男
58
20．1 58．6 26．5

女 62
20．2 61．3 27．3

同胞

係

一人子
63
19．6 63．5 27．2

弟妹有
30
2工ゆ 50．0 258

兄姉有
27
20．5 63．0　 27β　’

母親
齢

～29
50
19．8 60．0 27．1

30～
70
20．4 60．0 269

母親

歴

中　　卒 2 14．5 100．0 27．0

高　　卒 22 18．0 54．5 25．9

短大卒
42
21．0 61．9 26β

大卒～
54 20．6 59．3 27．6

祖父母
居

無 101 20，6＊ 58，4 27．2

有 19
17．6 684

25．5

おむつ

れの

　応

強　　い
31 184 6L3

25．7

ふつう
25 184

72．0 27．0

弱　　い 63 2L7＊ 54．0
274

おむつ
換へ
母親
対応

気にした 45 18．6 64．4 25．1

ふつう
39
20．7 538

27．6

気にせず 35 2L6＊ 60．0 28．3

紙おむ

使用

使用せず 23 19．7 69．6 274

時　　々 77 20．2 57．1 26．6

多　　用 19 20．6 57．9 27．9

しつけ

　始

　齢

～11
7 71．4 23．3

12～17
22 864

25．8

18～23
40 70．0＊ 26．7

24～
51

39．2＊＊ 28．7＊

＊…5％永準で有意差あり
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しつけを開始したグル｝．プほど予告可能になるまでに時ン

日を要しており， 各グループの予告可能月齢の差は1・ じ

づけ開始月齢の差ほど大きくないずしだがっで予告可能’

になるためには成熟要因と してのある←定め時期がある』

ことをうかがうことがぞき，排泄行動の自立のために・ほ

しつけ開始が早い方が良いと単純には去い きれな町f6

　まだ，一祖父母の同居，おむづの汚れに対する子どもめ

敏感さジ痴むつ交換に気を使う母親などは，一 じつけ開始

が早くなっていだが，予告可能月齢も早』ぐなる傾向をみ』

るととができる。しかし，
』1

歳6』カ月時点で予告可能に

なちているものめ割合どめ間には明らがな関連を謙める

ことカ§できなカ5った。

　最近，紙おむつの使用が普及してぎているが，－紙おむ

つの使用は， 汚れに対する子どもの反応や5おむつ交換

への母親の対応などに何らかの影響を与え，自立過程に

影響を及ぼすのではないかと考えた。使用状況を夜間や

外出時にのみ利馬心たものを「時々」とし，ある期間は

常時使用したものを「多用」として区分した。時々利用し

たものが77名，、65％，で最も多く，使用しながったもの

23名，・19％，’多用したもの19名，・16％であ・った。使用程

度と排泄の 自立状況とは関連がみられなかづたが∫後述

する擁便のトラ1ブルば紙おむつ多弔の客ルrプに出現が』

多い傾向がみぢれている。但し，調査数が十分でないの

で検討を要する ところである。，

　4．排便のトラプルi柴 ム

　2歳6カ月時点で， 排尿，排便の予告がでぎなかった

り，・便所での排便に不適応を示すものが48名あづたが1

排尿についてだけ予告できないもの縁9名でゾζのう ちく

め4名はいづたん予告可能になっだあとレ退行現象を示

しているもめであり ，一 2名は2歳7・ガ月で予告可能にな

っていて，排尿についての トラブルは比較的少ない。 ・』

　之れに対し，・排便の トデブルは39名あり ，τ・この中には∫

母親が気をづけていて誘えば便所で排便するというもの

が6名あるが〆他はすべて便所での排便をいやがり母親

の誘いがげに対して激しい抵抗を示したり，物かげにか

く蕎て排便するとか，”便所へつれていくと俳泄を止めて

しまいその後2，r 日は排泄でぎな・くなる，、排泄時に立

うたままあるいは腹這いで啓部をもぢあげた姿勢をとる・

など，』便所や便器での排便に不適応を示ず子どもである。

　最近，このようなトラブルの増加が目だってきている・

が，‘その背景には誹便の姿勢・便所や便器など排泄する

場への適応に関するしつけの問題とともに， 親のじっけ

に対する態度・・方法子どもの情緒表出や性格傾向など・

からもたらされる母子関係の不調和があるのではないか

と推測される61㌧　． r－

　トラブル発現の一般的傾向をみるために，環境条件と・

・の関連をみたむのが表8であるる、 譜 1 い、、．1昨』1

　’排便の トラブルの出現率は，』r人子や兄姉のあるもの・

に比べて弟妹のある1ものに，』∈またノ24カ．月以降に，しっけ．

．を開始したぢの〆おむっの汚れに対する反応の弱かっお

も．のダ紙おむっを多用、したもの，、排便が不定であ？たり“

便秘傾向のあるものに多い傾向がみられ，このうちしつ、

け開始時期では有意差が認められる。 こ・れらの条件とト

テブル出現にづいては』．調査数が十分にないうえに， ト

ラブル発生のメカ．ニズムは単一な条件に原因が求められ

表8、 騨条勉鞭トラ ズノゆ岬率

環境条件、r ムi∫数＝ トラカヒ数 1出現率

性、男Ij

r　

rr男ノ
58 19・ 1．32，8 ’・1・

緊．女舟 62．IY 一 20』＼ 、・・
23 』＼・

伺胞、

関係

一人子 63』㌧ 8・ 六28，6’窟

弟妹有 30’』 ビ「 2層 ・ll46．7二｝

　　」兄姉1有
27 』 9一 潜鶴（読

　　～
母親
施

r車1r 卒 、　
2［1P σが『 二二づ＝辱

＝高　 卒 ”⑳ノ』 ”　8い　r ノ1 6護』t
葱大卒

42 14 ㎏ 　し『1』ノ
33．3．

　　　？卒 慧． 　54ご　　』

1マ 壷．，践15一

祖父母、 無 10レ ．㌦34
、Fl，

、．ββマ』

同．居 有
19 与．

、

・26，3礼

しつけ
始丹卜』齢

．勢1工 1 7・

、

、2 ズ、i名816、一

シ12窄47 ゼ22、、
2
、、い
艀と、9．1．

18汐23 一‘．4011． 91■ 、、，122．5・・

』24～ 51『 26卜・ジ・一
・『

こ5α9＊＊ 』

垢むづ

れゐ

　応

・強』　い ．31 、19〉5 烈29乙り
・三

ぷつ』ケ
25 r’r

＝・ べ2σ！b㍑

弱　　い
63 25 IF ・39．㌘

おむつ

換ぺ

対応

気にした ぺ」1 5 一12㌧㌧ 281g ぐ

ぶづう 1 391 』14”
35191

、気‘とせず 』　35‘ 12i ’＄4』3 1！L

紙おむ

使用

倹扇ぜず 』　23』
、　　・

　　14． 1い 音

時㍉・ノ々 ＿．7乳 』2㍗，， 　　　　、亀5貼
、多眠．用 二、119㌃ ，⑱．～

、，＝、5
．42．1

トイレ

球、

1洋i▽式 ．1qo ・
33

、［ 、阻Q宿

・和 ン、式船 ユ9一 6 ．弼1かへ』

傾向

・排癒1 1イ

定漉 1、ン68こ． ．』’18汐』
ll： 2615」lrr』・

不定・便秘 52（’～』
㌧ －・

11
； r 〆病雀薇齢

　　　　　　　　　　　ドコモド　しハニ　
＊＊’ 移欝で龍櫛り・、　

“、，
、’

』㌦i’ ．薩』＝

一ユ17一
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るほど単純なものではなく，いくつかの要因が力動的に

作用しあうものと考えられるbしたがって，これによっ

て簡単に原因を指摘することはできないであろうが，子

どもの発達や生活の背景にあって，トラブル発生の誘因

となづたり，親の態度に影響を及ぼすものと考えること．

ができよう。いくつかの条件についてその意味を考察す

る0

　　1）便所の様式

　排便のトラブルについては，排便時の姿勢や便所への

適応についての学習上の問題も考えられる。このことに

関連して便所の様式がトラブル発生の一つの誘因になっ

ているのではないかと考えて．自立状況との関連をみた

が，便所の様式とトラブルの出現との間には明らかな傾

向をみることはできなかった。しかし，使用法の実態を

みるとしrトラブル発生の契機になる可能性を否定するこ

とはできないように思われる。

　最近は洋式便所が普及してきて今回の調査対象では84

％の普及率であっ。き。2歳6カ月時点で主としてオマル

を使用中というものが6名あったが，他はほとんどが便

所を使用しており，大半が成人用の便器を不安定な姿勢

で使用している。成人とは逆方向に向いて使用するとい

うものが目立っていたが，中には便器のふちに上ってと

か，ふちに膝をっいてしゃがんだ姿勢で用便するなども

ある5母親の中には腰が不安定であるうえに足が宙に浮

くため排便しにくそうだという観察もあった。このよう

に，排便に対して安定した姿勢がとりにくいということ

は，母親に便所へつれて行かれること，すわらされるこ

とへの抵抗に加えて子どもに緊張や抵抗を強めて，排便

にづいて満足感や成功経験を得にくい条件となるのでは

なかろうか。とぐに，排便に困難の伴う子どもでは便所

での排泄をいやがる契機になる可能性が考えられる。

　　2）排便傾向

　排便のトラブルについて，その契機になった事象には

さまざまなものがあるが，その中に便が固くなり排便が

困難になっていやがるようになったと，排便傾向を契機

としてあげるものが少なからずあった。衷8めトラブル

の出現率からみても・排便時問が大体一定しているもの

に比べで，毎日排便する習慣がなく不定であるというも

の，また携便に困難を伴ったり出血をみるな．どの便秘傾

向があるものの方にトラブルの出現は多くなっている。

このように排便に困難や苦痛を伴う場合には，当然，子

どもは排泄をいやがることは多く，排泄による快経験や

成功経験が得にくいであろう6

　　3）　しっけ開始時期

　排泄のしつけを開始する場合に，尿よりも回数も少な

く， 表情や動作から子どもの倹意をとらえやすいことな

どから，当然排便への誘いかけが先行すると考えていた。

しかし，実態は排便のトラブルの有無にかかわらず，排

尿のしつけ開始とともに排便のしつけを行っているもの

が多く74％が同時進行であり，排便のしつけを先行した

もの18％，排尿のしつけが先行したもの8％であった。

・排便のトラブルの出現はしつけ開始が24カ月以降にな

ったものに圧倒的に多く，51名中26名にトラブルがみら

れている。一般的に排泄のしっけへの抵抗は，働きかけ

を開始した時期によくみられているが，自己主張や反抗

が強くなってきている24カ月以降にしつけを開始したこ

とによりその抵抗をさらに強めて，成功経験を得ること

を困難にさせているのではないかと推測される。

　また，24カ月以降にしつけを開始している中には，12

～18カ月でしつけ開始を試みながら不成功で中止してい

るもの8名が含まれている。この折の母親の接し方や母

子の経験もトラブルの要因として無関係ではないであろ

う。

　しつけ開始時期についてみると，1歳台でしつけを開

始しているものにトラブルの出現率が低いことから，排

便の姿勢や便所への適応に関しては1歳台での働きかけ

が必要ではないかと考えられる。このことは，排便のし

つけに成功しているものの77％が，意図的・継続的な働

きかけではないにしても，1歳台でトイレやオマルヘの

誘いかけに成功していることからも推測できよう。

　　4）母親の養育態度

　排泄のしつけは子どもが最初に経験する社会的適応へ

の要求であるQこのしつけが順調に行われるためには，

母親は子どもの排浬要求を的確によみとり，タイミング

よく応じてやることや，子どもの心理状態に同調しなが

ら排泄へ導く働きかけが必要であるし，子ども側にも母

親の要求を理解し，働きかけを受け入れることが轡びと

なるような関係が成立していることが重要であろう。そ

して，このような関係は日常の母子交渉を通じて形成さ

れるものであって，単に排泄のしっけだけでな ぐ生活全

般にわたる養育態度に影響を及ぼすものと考えられる。

　したがって，排便のトラブルをもつ母子間には，何ら

かの不調和があるのではないかと考え，2歳6カ月時に

行った心理相談の際の母親の訴え，行動所見，判定，指

示事項からそれを探ろうとしたQ

　排便のトラブルのある39名の中には，1歳6カ月の心

理相談で母子関係の歪みが心配されて経過観察中であっ

たものが12例あり，経過観察対象ケ7スの比率が高い魁

他は特に問題のある親子とはいえない。

　母親の態度として最も目だつのが，教育やしつけの意
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図が藍“ために生じるおとなからめ要求φおしづげであ

む，豹半数にそめ傾向がみられるひ子どもの行動や要求

をおとなめ意函で」ントO」ルしようとする態度が強す

ぎた砺子2も6気持ちをづがみきれず親の見方からの

‘方的なかかわりになるなど∋“子どもの行動に同調じた

り1・1 要求を受容することができにくい♂そのためヂ子ど

もは“ちそう友抗的になづせ，ドじづけ全般に抵抗し之大

声で泣き叫んだり，おξなの要求を受け入れにくくなっ

て悪循潔を生じている場合が多い。

　この中には， 子どもの自立や独立心を望むため，子ど

もとのかがわりが薄く，甘えを拒否したり，情緒的満足

を与えるような接触を避けようとする親もあるが，子ど

もの剣に対人的な関心が弱く，人からの働きかけにあま

り反応を示さなかったり，自分勝手にやりたいようにや

るマイペース傾向を示すものがあって，そのため調和的

な母子関孫を発達させにくい例もある。

　この他，兄や姉の教育や家業に熱吟のあま り本人への

かかわりがおろそかになっているもの，家族内の人間関

係で母親が精神的に不安定になったり，育児に対する不

安をもって，子どもにゆとりのない接し方をするものも

少数ながらみられた。

　これらの養育態度で共通するところは，母親自身にゆ

とりがなく，耐性が低いため，子どもの行動や要求に同

調しながら望ましい行動へ方向づけることができず，子

どもの抵抗に対して高圧的に抑えたり，子どもの要求俗

ままに任せてしまう傾向である。したがって，子どもが

親の期待するように行動したり，働きかけに応じてい郵

場合には，母親として望ましい態度がとれるが，期待通

りの行動をしなかったり抵抗するなどの緊張堺面1‘なる

と，親も感情的になって子どもの気も拓を理解したり，

自分自身の接し方を省みることが困難になることが多い。

　その背景には，母親のもつ価値観にあてはめて子ども

を見ようとしたり，母親自身の欲求を先行させ，子ども

へφ細かい配慮が足りない育児であったり，また，観念

的に子どもを理解しても本質的な理解が十分でなく，子

どもを受容したりしつけたりするための実際的な技術め

未熟さなどがある。このため，排泄行動のようにどの子

どもも経験する発達的な問題でも，問題を増幅させたり

成功の契機がつかめずに長びかせていると考えられる。

　また，排便のトラブルのある子どものうち15名，38％

が弟妹の出生を迎えたり・近く出生の予定になっていて・

次子の出生に関連レて母子それぞれが精神的安定を崩し

たり，母子関係の不調和を生来している；とも見逃サな

　いo

　N』婁 約い1
ンr」』 誓’1”1’」∫Lぞ』・ ＞1・』

　　　　1二・　』 区一』 i、』l　Yr・1＝』r　rlr；L ン、』敏』』　11 しΣC ，ゴ

　最近は排泄行動の自立が遅くなりド排便φ’トラプルが

　増加じ七啄・るぷ こめ実態を調蚕し薮ぞの背景φ母親の育

一児に対ナる傾向を知り～今後め指導に役だてようとしだ。

　 晒和40年）窃牽，憾σ年度出生児ごこういては保健指導部

　あ炉レデから』』55年度出生児にう妥1、てほ母親べの面接に

　より，排泄行動の自立に関すう資料を得た。

　　1）排泄の予告が可能になった月齢を経年的にみると，

　40年，45年は25カ月でその値が近似しているが，50年は

　28カ月，55年は27カ月（予告可能になった80％りものの

　平均値）と遅れてきている。

　　2）55年度出生児では，2歳6ヵ月時点における撰泄

　の自立状況は60％が予告可能になっており，残り40％は

　予告不能である。この値は45年度の9．9％に比し大きな・

　差が認められる。このうち，便所や便器での排便に抵抗

　を示すものが32％あり，排便のトラブルの増加が目だっ

　ている。

　　3）母親が意図的にしつけを開始した月齢の平均は20

　カ月で南り，24カ月以降にしつけを開始するものが多い。

　しつけを始める契機としては， 季節や年齢が多くあげら

　れ，子どもの行動を手がかりにしてしつけを開始してい

　るものが少なく，子どもに合わせたしつけというよりも

　観念的に しつけをすすめる傾向をうかがうことができる。

　母親が様子をみて便器にかけたり，便所に誘うような働

　きかけは，45年と比較して平均3．6カ月の遅れが串て

　いる。

　　4）排泄のしつけに影響を及ぼす条件として，祖父母

　同居の家庭，おむつの汚れに対する反応の敏感な子ども，

　おむつ交換に気を使った母親では，しつけ開始は早い傾

　向がみられる。

　　排泄の自立状況としつけ開始の時期との間には関連が

　あり，開始時期が早いほど早風自立する傾向がみられる。

　しかし， しつけ開始が早いほど予告可能になるまでに時

　日を要している。

　　5）排便のトラブルの出現は，24カ月以降にしっけを
開始した場合に高頻度でみられており，それ以前φ時期．

　と比べ明らかな差が認められる。これはしつゆ開始ぺの

　抵抗が2歳児反抗によりいっそラ強められて，成葛弩験

　を得にくくさせているためではなかろうか向排便Φ姿勢．

　や便器への適応については1歳台の働きかけが郵要で南』

　ると考えられる。

　　また，トラブル出現は，弟妹のいる子ども・ 排痺渾不’

　定もしくは便秘傾向にあるもの，おむつの汚静へ爾辰応

　が弱いもの，紙おむつを多用したものにやや多魅・噸向寿斗
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みられる。これらの条件は単独でトラブルの原因になる

というよりも，子どもの経験や親のしつけなどに影響を

及ぼすものであろう。・

　6）心理相談や面接でとらえられた母親の養育態度に

は，子どもへの期待や要求が高く，おとなの意図で子ど

もをコントロールしようとする傾向が強かったり．母親

自身にゆとりがないために，子どもに同調しながら望ま

しい行動へ方向づけることができにくい傾向がみられる。

この中には，子どもの側に人への関心が薄く働きかけに

応じにくいという行動特徴があるため，調和的な母子関

係を形成しにくい例もあるが，母親自身の欲求を先行さ

せた育児であったり，実際的な育児技術㊨未熟さがある

ことが考えられるQしたがって，今後の保健指導に際し

ては，より実際的。具体的な援助の必要性を痛感した。
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